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祝！世界記録！6GHzから14GHz
の超バンド幅合成に成功！！ 

 NICTはVLBI高精度周波数比較を実現するた

め、超広帯域VLBIプロジェクトGala-V（ガラ

ヴィー）を推進している。 

 ２０１５年１月１６日に国土地理院の石岡１

３mアンテナとNICT/鹿島３４ｍアンテナを

使って広帯域VLBI実験を実施し、6GHz、

7GHz、8GHz、9GHz，10GHz、及び13GHz

のそれぞれの周波数で1GHz帯域幅の信号を同

時受信・記録し、すべてのバンドでフリンジ

を検出した。さらにこの６つの周波数帯域の

相関位相をすべて合成し、極精密な遅延を計

測可能とする超広帯域のバンド幅合成に成功

した（右図）。8GHzの帯域幅でのバンド幅合

成は世界で初の成功である。この理論的な遅

延決定精度は２７フェムト秒となり、距離に

して8.1ミクロンの精度に相当する。今後この

驚異的な遅延精度の計測の安定等を検証し、

VLBI精密計測のブレークスルーとなることを

期待している（KT記）    

上図は、実験で得られた6-14GHz

の相関係数の位相(赤）と振幅(青)

の周波数特性である。 

左下図は位相接続したデータを使っ
て遅延・遅延変化率の2パラメータ

空間の中での相関の最大値を示す
。6GHzから14GHzの周波数帯域を 

位相を滑らかに接続し、合成するこ
とで、極めて高い時間分解能が得ら
れる。 
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